
令和6年度
気候風土適応住宅の独自基準策定の支援

についてのご紹介

令和６年度国土交通省補助事業
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［申請内容］
・令和６年度に策定
・試行版を運用中、要素追加に伴い一部見直し
や「ガイドライン」を作成

申請件数：７建築団体（５自治体）

独自基準策定の支援
申請状況（8/30現在）
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令和５年度、独自基準の必要性について意見交換会を実施。

支援の申請

令和６年度は、県内共通の気候風土適応住宅の独自基準の策定を行う。
気候風土適応住宅基準検討会を開催、独自基準策定のための協議、周
知啓発活動をする。

【支援対象】

①検討会への参加費用
（人件費・交通費）
②説明会のための準備検討会費用
（会場費・人件費・交通費）
③説明会開催費用
（会場費・人件費・交通費・
資料印刷代）

④その他、周知の印刷費用等

申請事例（１） 独自基準をこれから策定

【活動内容】

※基準策定に関する活動の費用が対
象（気候風土適応住宅の周知は含ま
れません）。
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支援の申請

令和６年度は、令和７年度より本運用するために設計者、審査者
に向けた「審査のガイドライン」を作成する。

【支援対象】

①「ガイドライン」の
検討ワーキング

（会場費・交通費）
②建築物調査費用
（人件費・交通費・宿泊費用）
③データのとりまとめ及び
ガイドライン作成の活動費用

（人件費）

申請事例（２） ガイドラインの策定

【活動内容（スケジュール）】

※自治体職員の人件費や旅費
等は含みません。
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令和６年４月より、●●気候風土適応住宅の基準（案）を運用中。



申請手続き

STEP１ 自治体との連携及び書類作成

STEP２ 申請書提出
［受付中～令和6年12月15日（予算達成次第終了）］

STEP３ 審査、承認通知書送付
ｋｋｊとの業務請負契約締結

STEP４

STEP5

活動終了後（承認日～令和７年１月末日）
成果や費用等の報告書提出
［令和７年２月３日まで］

審査、支援金額の確定通知
請求書提出
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詳しくは

気候風土 独自基準 支援 検索
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